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 ＊教育相談担当や校内研修担当の先生から、校内の先生方にサポートシート集の活用法を説明するた

めの、約 30分間（体験をしない場合は 20 分程度）のスライド資料です。 

 ＊サポートシート集の冊子を配布の上、スライドを提示しながらお話しください。 

  ★はクリックするタイミングです。   

 

 1 

 

① 今日は、定期相談の準備に活用できる「定

期相談サポートシート集」について、みなさん

に紹介します。 

お手元のサポートシート集をご覧いただき

ながら、３0分ほどの話を考えています。★ 

 

 2 

 

② 児童生徒理解を深める様々な方法の一つ

に面談があります。★定期相談もその一つ。一

対一で子供と向き合う貴重な機会ですね。でも

…★ 

 

 

 

 3 

 

③ 児童生徒理解を深めるはずのこの時間が、

なぜか苦しい…ということはありませんか？

調査によると、先生方は、「子供が話してくれ

ない、だから質問ぜめにしてしまう、子供から

『はい』と『いいえ』しか返ってこない」など

の難しさを感じているようです。★ 

 

 4 

 

④ そこで、教師だけでなく、児童生徒にもア

ンケート調査を実施してみると、この苦しさの

原因には、教師と子供の間に意識や気持ちの

「ずれ」があったことが分かりました。★具体

的には、教師は「悩みを把握したい、問題があ

れば早く見付けて解決したい」と思ってこの時

間に臨んでいるのに対し、★子供たちは「この

時間で何を話せばいいのか」「何を聞かれるの

か」「注意されないか」という不安や緊張をも

って臨んでいるという違いです。★ 

校内の先生方に「サポートシート集」を紹介しよう！ 説明用スライド 
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⑤ 子供たちに「定期相談はどんな時間か」を

尋ねてみると★、先生が聞くことに答えなけれ

ばならない時間だという、義務感を感じる時間

と答えた子供は学年が上がるほど多くなりま

す。★ 

 

 

 

 6 

 

⑥ 定期相談がはじまる前の心境を聞いてみ

ると、★困っていることを話してみようと言う

子供はどんどん少なくなり★、何を質問される

のか★何を話せばいいのかという、受け身で消

極的な姿勢がどんどん強くなっていくようで

す。★ 

 

 

 

 7 

 

⑦ この教師と子供の間のずれを埋めること

が、定期相談をお互いに安心な時間とすること

につながります。★ 

 

 

 

 8 

 

⑧ そこで作成されたのが「定期相談サポート

シート集」です。★これは、定期相談の事前準

備から活用できます。★ 

 

 

 

 9 

 

⑨ それでは、「定期相談サポートシート集」

の紹介に入ります。お手元のサポートシートも

いっしょに見ながら聞いてくさい。★ 
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⑩ このサポートシート集は、教師の振り返り

と児童生徒の視点に立って考えることをサポ

ートするものです。★ 

 

 

 

11 

 

⑪ シートは全部で11種類あります。１ペー

ジと２ページにある、このナビシートを見なが

ら、先生方が各自で必要なものを、好きなとこ

ろから選んで使っていくことができます。★ 

 

 

 

12 

 

⑫ このシートを活用していただく前に、必ず

読んでほしいのが、「ここからスタート！定期

相談」のページです。★ 

 

 

 

13 

 

⑬ 3ページ・4ページを開いてみてください。

シートの前提となる考え方を説明しています。

今日はまず、このページの動画版を一緒に視聴

したいと思います。★ 



サポートシート説明台本（教育相談担当・校内研修担当教員向け資料） 

説明用台本 4 

 

14 

 

⑭ （動画再生_６分００秒）★ 

 

 

15 

 

⑮ ありがとうございました。 

＜続けてシートの体験をする場合＞ 

では、シートの中から２つほど、みんなで試し

てみたいと思います。★ 

 

＜体験をせず、各シートの紹介に進む場合＞ 

それでは、どんなシートがあるのかを紹介しま

す。矢印をクリック★⇒㉖のスライドへ 

 

16 

 

⑯ 今日、体験するのは「こうあるべき」ほぐ

しシートと、「子供も安心」事前説明シートの

2つです。★ 

 

 

17 

 

⑰ 9ページを開いてください。「こうあるべ

きほぐしシート」です。★教師は、定期相談で

は子供が本音を話す時間であるべきなのに…

とか、児童生徒を理解しなければいけない時間

なのに…、または、ここで問題を把握しなけれ

ないけないのに…など、多くの「べき」を感じ

ているようです。★皆さんはどうですか？★ 

 

18 

 

⑱ この思いが強すぎてしまうと、「定期相談

はこうあるべき」に縛られてしまい、結果とし

て先生も子供も息苦しい時間になってしまい

ます。そうならないように、自分の思いの強さ

を自覚し、考え方をほぐすためのシートです。

★ 
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⑲ シートのSTEP１の５つの項目は、調査で

明らかになった、先生方がもちやすい定期相談

のイメージです。自分に当てはめてみて、まさ

しくその通りは◎、まあそう思うは〇、そこま

では思わないは△として、思いの強さをチェッ

クしてみてください。（３０秒：時間があれば

近くの人と紹介し合う） 

みなさん、どうでしたか。ご自身が、定期相

談をどのような時間だと思っているかを自覚

することは、それだけでも大切なことです。★ 

 

20 

 

⑳ ＳＴＥＰ２では、さらに、この教師の思い

が子供の側からどう見えるのかを見ていきま

す。例えば①に◎や〇をつけていた先生方は①

を見てみましょう。子供の側からすれば、「ホ

ンネを言いたくない」のも「ホンネ」なのかも

しれません。②から⑤も、子供目線で見てみて

ください。この思いのずれは、定期相談を大変

息苦しくします。先生の思いが強くなればなる

ほど、このずれは大きくなりますね。★ 

 

21 

 

㉑ STEP３のワークは、「強すぎるかもしれ

ない思いがあれば柔らかくする『一言おまじな

い』を考える」がテーマです。 

例えばSTEP1①で◎だった先生が、「話すか

どうかは子供の自由なので、言わない自由の尊

重も大事」というおまじないももっていること

で、定期相談への向き合い方が柔らかくなるは

ずです。ぜひ、自分流のおまじないを考えて、

みなさんで交流してみてください。 

また、①～⑤以外の「こうあるべき」もある

かもしれません。そうであっても例を参考に、

おまじないを考えてみてください★ 

 

22 

 

㉒ 次は「子供も安心事前説明シート」の体験

です。みなさんは、定期相談期間前、教室の子

供たちにどんな時間だと説明していますか？

★ 

悩みを把握したい思いから、教師は「悩みや

困りがあれば聞かせて」と伝える傾向があるよ

うです。★一方、子供たちは「聞かれたことに

答える時間」「悩みのある人の時間」との受け

止めも多いるようです。 

子供にとって、どんな意義のある時間なのか

をぜひ、説明したいですね。 
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23 

 

㉓ まずは、ワーク1に取り組んでみます。 

画面の例を参考に子供たちに伝えたいこと

を箇条書きにしてみましょう。１分間です。（１

分）  

近くの人と、書いたことを共有してみてくだ

さい。１分間です。（１分） 

ありがとうございました。ペアの方から、な

るほどというものが聞けた方は、それもぜひ取

り入れてみてください。★ 

 

24 

 

㉔ 続いてワーク２は、この箇条書きを基に、

実際に子供たちに話す言葉に書き表してみる

活動です。 

ワーク1を見ながら、子供に話すように書き

表してみてください。3分ほどです。もし、早

く書けた人は、実際に声に出して読んでみまし

ょう。（3分） 

★ 

 

25 

 

㉕ 時間になりました。では、近くの人と、紹

介し合ってみましょう。ぜひ、子供に話すよう

にしてみてください。 

ありがとうございました。★ 

 

26 

 

㉖ それでは、11種類のシートを簡単に説明

したいと思います。これらはすべて使わなけれ

ばならないものではありませんし、順番に使う

ものでもありません。★ 

 

27 

 

㉗ まず、「定期相談の進め方ベーシックシー

ト」です。 

このシートから、2つのイラストを抜粋して

みました。この場面を見て、みなさんは「なに

か配慮がたりないなあ」と感じられたことでし

ょう。このシートでは、「安心感」に配慮した

定期相談の進め方のキホンを確認していきま

す。★ 
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㉘ 子供も安心事前説明シートです。 

 定期相談前に、子供たちの立場から定期相談

の意義をしっかりと説明し、安心してこの時間

が迎えられるようにします。そして、「悩みが

ある人のための時間」「先生が質問して答える

時間」という誤解がないようにします。★ 

 

29 

 

㉙ 「こうあるべきほぐしシート」です。 

 息苦しさのもとは教師がもちやすい「定期相

談はこうあるべき」かもしれません。★この「こ

うあるべき」を柔軟な考え方に捉え直すための

シートです。★ 

 

30 

 

㉚ 次は「関わりチェックシート」。 

例えば、日ごろからたくさん褒められている

子供は「先生に変なところは見せられない」と

いう思いから「大丈夫です」と言うかもしれま

せんし、日ごろからよく注意を受ける子供は

「余計な一言が面倒につながるかもしれない」

と思って、話そうとしないかもしれません。そ

れぞれの子供との日ごろの関わり方から子供

の見せる姿のヒントを探るシートです。★ 

 

31 

  

 

㉛ 聴き方練習「うめラいス」シート 

  相手に感情が伝わるとき、その手がかりに

されるのは言葉以外のものがほとんどだと聞

いたことはありませんか？このシートは「うめ

ライス」という合言葉で、非言語を意識したコ

ミュニケーションの練習をするシートになり

ます。★ 

 

 

32 

 

㉜ 誰の問題？「きき方」シートです。 

面談の後、「話してよかった」と思う子供も

いれば」「もう先生には絶対話さない」と思う

子もいます。わたしたちが陥りがちな話の聞き

方について、考えてみるワークです。★ 
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㉝ ここからは、定期相談の時間中に活用する

シートになります。「指じゃん」会話きっかけ

シートです。 

 「何を話せばいいのか」「何を聞かれるのか」

と、構えている子供もいます。簡単なゲームを

通じて、会話のきっかけをつかむためのシート

です。★ 

 

34 

 

㉞ 次は「対話・指さしシート」です。 

言葉によるコミュニケーションが苦手な子

供もいます。そんな子供とも、ツールを用いて

無理なくコミュニケーションを図るためのシ

ートです。 

表情マークや数字を指さして、気持ちや思い

の強さを伝えたり、指を指さなくてもシートか

ら近いものを選んで話せるようにしたりする

ことで、コミュニケーションの抵抗感を少なく

します。 

4種類ありますが、内容を自由に編集して使

うこともできます。★ 

 

35 

 

㉟ 最後は、「話をつなげるシート」や「手持

ち」もできる安心シートです。 

子供とのやりとりの幅を広げたり、相談中に

手元におき、流れを確認したりするための参考

資料として、使ってください。★ 

 

36 

 

㊱ このサポートシート集は、冊子だけでなく

データもあります。★ 
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37 

 

㊲ データ版は、ホームページを見るような感

覚で、シートを閲覧したりPDFデータを印刷し

たりできます。ここからワードファイルも開け

ますので、内容を自由に編集することができま

す。★ 

 

38 

 

㊳ このデータを共有フォルダに保存してあ

ります。フォルダ内の「TOP」ファイルのショ

ートカットを先生方のデスクトップにコピー

して、活用してみてください。★ 

 

39 

 

㊴ それでは、このサポートシートを効果的に

活用して、これから始まる「定期相談」を、有

意義な時間にしていきましょう。 

 終わります。 

 

40 

 

 

（おまけ） 

 校内研修担当の先生・教育相談担当の先生へ 

   

 


